
２０２６年度 ステンレス鋼溶接技術評価試験準備講習会ご案内 
１．講習会概要 

一般社団法人神奈川県溶接協会および一般財団法人日本溶接技術センターは、ステンレス鋼溶接技能者評価試験を受験する方を

対象とした学科と実技の準備講習会を評価試験に併せて実施しております。 

ベテラン講師が受験に向けた技術習得を目指して指導いたしますので、ぜひ本講習会を活用されますようご案内いたします。 

２．講習会場 

  一般財団法人日本溶接技術センター / 会場住所：川崎市川崎区本町 2-11-19 (駐車場はありません。)  
３．講習日 (講習時間９：００～ ) 
 

項目 2026年 2027年 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

学科講習   12(火)   7(火)   1(火)  1(月)   12(火)   2(火) 

実技講習 1(水)  13(水) 3(水)  8(水)  4(火) 2(水) 7(水) 4(水)  2(水) 13(水) 3(水)  3(水) 

実技講習 2(木) 16(木) 14(木) 4(木) 18(木) 9(木) 23(木) 5(水) 3(木) 8(木) 5(木) 18(水) 3(木) 14(木) 4(木) 18(木) 4(木) 

評価試験 3(金) 17(金) 15(金) 5(金) 19(金) 10(金) 24(金) 6(木) 4(金) 9(金) 6(金) 19(木) 4(金) 15(金) 5(金) 19(金) 5(金) 

４．実技講習料金（※学科講習料、評価試験料は含んでおりません。）                
 

５．携行品 

 筆記用具、作業着、安全靴、保護具、遮光面など（保護具などの貸出しは行っておりませんのでご準備願います。）  
６．申込締切日 

  申込締切日は、各講習日の 1 週間前(厳守)です。但し、定員(10 名)になり次第締切ります。 

  ※評価試験は、別途 Web（e-Weld）からの申込が必要となります。 

申込み方法が分からない場合は、下記神奈川県溶接協会までご連絡ください。 

但し、ステンレスのパイプ（ＴＮ-Ｐ）は会場の都合上、本数制限（１５本）をしているため、締切り日前には満員に 

なりますのでお早目にお申し込みください。  
７．申込方法 

  学科：学科講習会の欄を参照して、別途お申し込みください。※写真貼付費用 

  実技：下記申込書に記入のうえ神奈川県溶接協会まで郵送または FAX、メールでお申込み下さい。後日、受講票と一緒に請求書を

送付しますので、請求書に記載の期限までに必ずお振込ください。（お振込手数料はお客様負担となります。） 

  ※入金が確認できない場合は申込取消となります。 

※現金のお支払いや電話での予約及び申込みは受付けておりません。 

     

 

 

 

 

 

                                                             

 

 

コース 実技講習 練習材料数(上限) 料金(税込み) 備 考 

A 被覆アーク溶接（板） ７ ４２，９００円 ※１.板とパイプの場合は、板３セット+パイプ２セットで

す。 

※２.受講日の変更は３日前までにご連絡ください。 

※３.受講票発行後は、受講料の返金は出来ません。 

 

B ティグ溶接  （板） ７ ３８，５００円 

C ティグ溶接（パイプ） ４ ５６，１００円 

D ミグ溶接   （板） ５ ５８，３００円 

ステンレス鋼溶接技能者評価試験準備講習会 実技 申込書  ※消せるボールペンでの記入は、受付不可 

会社名  申込担当者名  

住所 〒 

電話番号  

受講日 受講者名(フリガナ) 希望コース 

(〇で囲んでください) 

実技受験時使用予定 

溶加棒・ワイヤ 銘柄 

受験種目 試験日 料金 

  A・B・C・D   
 

 

  A・B・C・D   
 

 

切り取り線 

一般社団法人神奈川県溶接協会  

住 所 〒210-0001 川崎市川崎区本町 2-11-19 一般財団法人日本溶接技術センター内 

TEL：044-233-8367 FAX：044-246-5265 E-mail：contact@kngwes.or.jp  

JR 川崎駅東口より徒歩 15 分、京急川崎駅より徒歩 10 分。駐車場はありません。  

業務時間 平日 9：00～17：00(窓口受付は 16：30 まで)／休日 土日祝日・夏期休業・年末年始  

【申込先】 

(Rv.0)  



ＪＩＳ Ｚ ３８２１ ステンレス鋼溶接の実技試験内容及び資格を現す記号を下記に簡単に示します。 

単位 mm 

手溶接 （被覆アーク溶接） 

試験材 資格と記号       溶接方法 試験材寸法 

板 

板の厚さ ９mm 

基本級 ＣＮ－Ｆ   下向き（板）突き合わせ溶接（裏当て金なし） 

専門級 ＣＮ－Ｖ   立向き   〃 

専門級 ＣＮ－Ｈ   横向き   〃 

専門級 ＣＮ－Ｏ   上向き   〃 

１５０×１２５×２枚 

溶接方向は１５０です 

開先はＶ型 

専門級 ＣＡ－Ｏ   上向き   突き合わせ溶接（裏当て金あり） 

パイプ（管） 

専門級 ＣＮ－Ｐ 

専門級 ＣＮ－ＰＭ １～３層までティグ溶接、後手溶接 

専門級 ＣＡ－Ｐ 

１５０Ａ×１００×２ 

肉厚 １１ 

開先はＶ型 

ティグ溶接 

試験材 資格と記号       溶接方法 試験材寸法 

板 

板の厚さ ３mm 

基本級 ＴＮ－Ｆ   下向き（板）突き合わせ溶接（裏当て金なし） 

専門級 ＴＮ－Ｖ   立向き   〃 

専門級 ＴＮ－Ｈ   横向き   〃 

専門級 ＴＮ－Ｏ   上向き   〃 

１５０×１２５×２枚 

溶接方向は１５０です 

開先はＩ型又はＶ型 

パイプ（管） 
専門級 ＴＮ－Ｐ   パイプ   〃 

                    肉厚３ 

１００Ａ×１００×２ 

開先はＩ型又はＶ型 

ミィグ溶接 

試験材 資格と記号       溶接方法 試験材寸法 

板 

板の厚さ ９mm 

基本級 ＭＮ－Ｆ   下向き（板）突き合わせ溶接（裏当て金なし） 

専門級 ＭＮ－Ｖ   立向き   〃 

専門級 ＭＮ－Ｈ   横向き   〃 

 

２００×１２５×２枚 

溶接方向は２００です 

開先はＶ型 

 

基本級 ＭＡ－Ｆ   下向き（板）突き合わせ溶接（裏当て金あり） 

専門級 ＭＡ－Ｖ   立向き   〃 

専門級 ＭＡ－Ｈ   横向き   〃 

 

２００×１２５×２枚 

溶接方向は２００です 

開先はＶ型 

Ｆの記号の資格を基本級といいます。最初はこの資格を取得してください。その後、専門級（Ｖ・Ｈ・Ｏ・Ｐ）が受けられます。但

し、基本級合格を条件にして専門級も同時に受験できます。 

尚、上記手溶接（被覆アーク溶接）の資格を受験する場合、当分の間ＪＩＳ Ｚ ３８０１のＮ－１Ｆ・Ａ－２Ｆ・Ｎ－２Ｆ・Ａ－３

Ｆ・Ｎ－３Ｆを基本級として扱いますので、これらの資格を現有する場合はＦ・Ｖ・Ｈ・Ｏ・Ｐ各種の資格のみ受験できます。 

学科試験：はじめてこの試験を受ける場合は学科試験がありますので、講習会を受けてから受験されますようおすすめいたします。 

受験資格：基本級の試験は、１か月の経験者で１５才以上、専門級の試験は、３か月の経験者で１５才以上です。 

 

試験材の見取り図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 板の溶接姿勢 図２ 管の溶接姿勢 
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